
施策名 事業名 予算額 内容

都市基盤

継続  笠間PAスマートIC整備事業 18,411千円 早期供用開始を目標に事業を推進する。

継続  （仮称）鯉淵南友部線整備事業 238,239千円 友部地区中心市街地の交通渋滞緩和に向けて整備を
進める。

生活環境

新規  安心コミュニティモデル形成事業
	 （2月補正含） 22,800千円

デジタルとアナログを併用して、安心して住み続け
ることができる地域コミュニティモデルの形成を進
める。

継続  環境センター整備事業 29,493千円
既存建築物及び設備等の健全性の調査・診断、延命
化の範囲の検討、概算工事費を算出し、延命化の効
果について検討し整理する。

健康・福祉

拡充  パートナーづくりサポート事業 3,632千円 より充実した人生を送るためのパートナーづくりを
支援するため、出会い創出イベントの開催等を行う。

新規  ひきこもりサポート事業
	 （ひきこもり児童支援） 3,520千円 ひきこもり児童に対して、eスポーツ教室の開催や、

大会への参加支援を行う。

新規  民間乳児等通園支援事業 19,008千円
就労要件を問わず時間単位で通園できる ｢こども誰
でも通園｣ 制度について、くるす保育所のほか民間
3施設で事業を進める。

産業

拡充  外国人材支援事業 7,751千円
外国人材の受入や地域生活への支援のため、企業向
けのセミナーや受入費用の助成、外国人向けの日本
語教室の開催等を行う。

新規  観光事業者販路拡大支援事業
	 （1月補正） 4,193千円

韓国などからの誘客促進を図るため、海外オンライ
ンサイトに観光コンテンツを掲載するなど、販路の
構築を進める。

教育・文化

継続  校舎ＬＥＤ照明整備事業 86,407千円
学習環境の向上や脱炭素の取組みとして、学校校舎
内の照明を順次LED化する（令和8年度は大原小学
校の設計、岩間中学校の工事を実施）。

継続  市民体育館空調整備事業 598,020千円 災害時の避難環境の向上を図るため、拠点避難所で
ある市民体育館に空調設備を設置する。

拡充  オーガニック給食推進事業 3,121千円 子どもたちにより安心安全な給食を提供するため、
学校給食に無農薬米等を提供する。

地域づくり 新規  生活応援拠点形成事業
	 （2月補正含） 12,100千円

郵便局や駅などの空きスペースを活用し、買い物支
援や相談サービスの提供などを行い、生活の持続性
の確保に向けた取組みを行う。

自治体運営 継続  デジタル推進事業 9,775千円
スマートフォンのSMSを活用した市民への各種通
知のデジタル化やオンライン申請の拡大等により、
引き続き市民サービスの向上を図る。

令和８年度　笠間市の予算と重点プロジェクト
一般会計 	 358億	3,000万円 （前年比+5億5,000万円、+1.6%） 過去最大

特別会計 	 169億	3,600万円 （前年比+2億4,400万円、+1.5%）

企業会計 	 81億	8,007万2千円 （前年比▲1億569万5千円、▲1.3%）

合　　計 	 609億	4,607万2千円 （前年比+6億8,830万5千円、+1.1%） 過去最大

一般会計歳入

施策体系別の主な事業

一般会計歳出

市税 前年比+4.0億円、+3.8%
給与所得の増などによる個人市民税所得割の増、新築家
屋の増などによる固定資産税の増などによるもの

扶助費 前年比+3.1億円、+3.3%
障害者自立支援給付費の増や、保育料完全無償化に伴う
経費の増などによるもの

国県支出金 前年比▲0.3億円、▲0.3%
物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金の皆減などに
よるもの

人件費 前年比+4.1億円、+6.2%
給与改定等に伴う給与の増などによるもの

地方交付税 前年比+2.0億円、+3.1%
物価高による経費増を反映し、国が地方交付税総額を増
加していることなどによるもの

物件費 前年比▲0.8億円、▲1.3%
基幹系システム機器更新事業の皆減などによるもの

市債 前年比+1.3億円、+7.4%
市民体育館（拠点避難所）の空調整備事業への活用など、
緊急防災・減災事業債の増などによるもの

普通建設事業費 前年比▲4.2億円、▲12.4%
北川根小学校整備事業の完了による減などによるもの
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担 当 課
問 合 せ 先

笠間市役所　財政課　TEL 0296-77-1101（内線212）
※重点プロジェクトに関すること…企画政策課（内線556）

笠間市のホームページでより詳しく紹介しています。
右記の二次元コードの読み込み、またはホームページ
内の検索窓に「予算概要」や「重要事務事業」と入力し
検索してください。笠間市の
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もっと知ろう！ 検索
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予算概要

重要事務事業
⬆予算概要版 ⬆重点

プロジェクト
（重要事務事業）

市税
108.9億円
（30.4％）

扶助費
95.8億円
（26.7％）

人件費
70.6億円
（19.7％）物件費

58.9億円
（16.4％）

公債費
31.7億円
（8.9％）

繰出金
30.5億円
（8.5％）

その他
51.0億円
（14.2％）

国県支出金
92.3億円
（25.8％）

地方交付税
66.0億円
（18.4％）

繰入金
21.2億円（5.9％）

補助費等
29.7億円（8.3％）

その他
11.3億円（3.2％）

市債
18.9億円（5.3％）

一般会計
歳入総額

358億3,000万円
（100.0％）

一般会計
歳出総額

358億3,000万円
（100.0％）

普通建設事業費
29.8億円（8.3％）



重点プロジェクト

進む！未来に向けた笠間市の形成
～魅力にあふれる笠間市づくり～

安心！若者・子育て・笠間暮らしの向上
～日本一暮らしやすい笠間市づくり～

成長！地域を支える強い産業育成と支援
～変革と継承による強い産業づくり～

　合併後21年目を迎え、これまで「文化交流都市」の実現に向け取り組んできました。生活や経済を取り巻く環境は変化し続
けますが、「守るべきものは守り」「変えるべきものは変える」という方針で、挑戦を続けるまちであり続けます。令和８年度は
現状を踏まえ、新しい「まちづくり」指針をまとめ、持続可能で希望のもてるまちの姿を示します。

　こども・若者が生き生きと暮らせることは、今の日本全体の大きな課題です。本市は笠間まるごと「子育て都市宣言」を掲げ、
全分野一体となり取り組んできました。みんなが安心して暮らせる環境をつくることで、こども・若者が期待と希望をもてる
まちをめざします。令和８年度は、経済的支援や保健・福祉、教育の充実を進め、世代を問わず毎日の暮らしの不安を取り除
くための事業を展開します。

　本市の産業は、地域経済だけでなく観光誘客においても本市の大きな魅力のひとつです。笠間焼や栗、米、小菊、梨、歴史
的な寺社仏閣や美術館、里山の風景など豊かな資源を継承していくためには、地域経済の活性化が必要です。令和8年度は、
工業団地などへの企業誘致に加え、起業や創業の支援を強化し、特産品のブランド化や稼げる観光の育成、人材の育成・確保
に取り組みます。

１．新しいまちづくりの方針策定
令和９年度を始期とする新しいまちづくりの方針策定
　 新規  第３次総合計画の策定	 （予算額）	 5,074千円

２．行財政改革の断行
上記の総合計画と同時進行で改定する行財政改革の指針策定
　 新規  第２次DX推進計画・行財政改革大綱の改定
	 （予算額）	 上記に包含
　 拡充  DX人材育成事業	 （予算額）	 1,467千円	 外

３．賑わい・持続するまちづくり
持続化に向けたまちなかの再生や施設の適正化と活性化の推進
　 継続  友部駅周辺活性化事業	 （予算額）	 7,000千円
　 継続  無電柱化推進計画事業	 （予算額）	 16,480千円
　 継続  公共施設等適正配置計画改定事業
	 （予算額）	 106千円	 外

１．こども・子育て徹底応援
保育・教育を中心とした子育て環境づくりの推進
　 新規  保育料の完全無償化	 （予算額）	 146,155千円
　　　　※保育所等運営事業費のうち、上記額が完全無償化にかかる財源
　 新規  小学校給食費無償化事業	 （予算額）	 128,603千円
　 新規  民間乳児等通園支援事業	 （予算額）	 19,008千円	 外

２．医療・福祉環境の向上
妊娠・出産をはじめ健やかな発育支援の体制強化
　 新規  産科誘致に向けた調査	 （予算額）	 990千円
　 新規  休日・夜間小児オンライン診療
	 （予算額)	 7,540千円
　 新規  5歳児健康診査事業	 （予算額）	 2,190千円	 外

３．安心できる生活対策の強化
空き家やヤード対策から消防・防災まで安心安全な環境の形成
　 継続  空家政策推進事業	 （予算額）	 42,060千円
　 継続  環境不法行為監視事業	 （予算額）	 20,851千円
　 継続  災害対応力強化事業	 （予算額）	 8,541千円	 外

１．稼ぐ観光・農業づくりの推進
地域経済の活性化につながる強い観光・農業の推進
　 新規  歴史交流拠点機能強化事業	（予算額）	 97,790千円
　 新規  スマート農業導入支援事業	（予算額）	 5,914千円
　 継続  栗ブランド推進事業	 （予算額）	 19,777千円	 外

２．企業誘致・創業支援の双方強化
地域づくりと財政運営にも資する経済活動の支援と誘致の強化
　 拡充  創業支援事業	 （予算額）	 18,652千円
　 継続  安居工業地域整備推進事業	（予算額)	 52,000千円
　 継続  企業誘致推進事業	 （予算額）	 4,266千円	 外

３．人材の育成と確保の徹底
全分野横断型による地域を支える担い手の育成と確保
　 新規  雇用対策事業	 （予算額）	 3,584千円
　 新規  ふるさと住民創出事業	 （予算額）	 11,200千円
　 継続  保育士人材確保事業	 （予算額）	  2,123千円	 外

将来像
「文化交流都市 笠間 〜未来への挑戦」

笠間市第2次総合計画
（2017年度〜2026年度）

2026年度 重点課題 2026年度 重点プロジェクト

●安心と安全を感じる都市基盤の強化（まち）
●地域経済力の原動力の育成（もの）
●活躍人材の育成と確保（ひと）

●進む！未来に向けた笠間市の形成
　～魅力にあふれる笠間市づくり～
●安心！若者・子育て・笠間暮らしの向上
　～日本一暮らしやすい笠間市づくり～
●成長！地域を支える強い産業育成と支援
　～変革と継承による強い産業づくり〜

未来に向けた笠間市づくり
〜変化に強い体制の構築〜
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施策名 事業名 予算額 内容
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継続  笠間PAスマートIC整備事業 18,411千円 早期供用開始を目標に事業を推進する。

継続  （仮称）鯉淵南友部線整備事業 238,239千円 友部地区中心市街地の交通渋滞緩和に向けて整備を
進める。

生活環境

新規  安心コミュニティモデル形成事業
	 （2月補正含） 22,800千円

デジタルとアナログを併用して、安心して住み続け
ることができる地域コミュニティモデルの形成を進
める。

継続  環境センター整備事業 29,493千円
既存建築物及び設備等の健全性の調査・診断、延命
化の範囲の検討、概算工事費を算出し、延命化の効
果について検討し整理する。

健康・福祉

拡充  パートナーづくりサポート事業 3,632千円 より充実した人生を送るためのパートナーづくりを
支援するため、出会い創出イベントの開催等を行う。

新規  ひきこもりサポート事業
	 （ひきこもり児童支援） 3,520千円 ひきこもり児童に対して、eスポーツ教室の開催や、

大会への参加支援を行う。

新規  民間乳児等通園支援事業 19,008千円
就労要件を問わず時間単位で通園できる ｢こども誰
でも通園｣ 制度について、くるす保育所のほか民間
3施設で事業を進める。

産業

拡充  外国人材支援事業 7,751千円
外国人材の受入や地域生活への支援のため、企業向
けのセミナーや受入費用の助成、外国人向けの日本
語教室の開催等を行う。

新規  観光事業者販路拡大支援事業
	 （1月補正） 4,193千円

韓国などからの誘客促進を図るため、海外オンライ
ンサイトに観光コンテンツを掲載するなど、販路の
構築を進める。

教育・文化

継続  校舎ＬＥＤ照明整備事業 86,407千円
学習環境の向上や脱炭素の取組みとして、学校校舎
内の照明を順次LED化する（令和8年度は大原小学
校の設計、岩間中学校の工事を実施）。

継続  市民体育館空調整備事業 598,020千円 災害時の避難環境の向上を図るため、拠点避難所で
ある市民体育館に空調設備を設置する。

拡充  オーガニック給食推進事業 3,121千円 子どもたちにより安心安全な給食を提供するため、
学校給食に無農薬米等を提供する。

地域づくり 新規  生活応援拠点形成事業
	 （2月補正含） 12,100千円

郵便局や駅などの空きスペースを活用し、買い物支
援や相談サービスの提供などを行い、生活の持続性
の確保に向けた取組みを行う。

自治体運営 継続  デジタル推進事業 9,775千円
スマートフォンのSMSを活用した市民への各種通
知のデジタル化やオンライン申請の拡大等により、
引き続き市民サービスの向上を図る。

令和８年度　笠間市の予算と重点プロジェクト
一般会計 	 358億	3,000万円 （前年比+5億5,000万円、+1.6%） 過去最大

特別会計 	 169億	3,600万円 （前年比+2億4,400万円、+1.5%）

企業会計 	 81億	8,007万2千円 （前年比▲1億569万5千円、▲1.3%）

合　　計 	 609億	4,607万2千円 （前年比+6億8,830万5千円、+1.1%） 過去最大

一般会計歳入

施策体系別の主な事業

一般会計歳出

市税 前年比+4.0億円、+3.8%
給与所得の増などによる個人市民税所得割の増、新築家
屋の増などによる固定資産税の増などによるもの

扶助費 前年比+3.1億円、+3.3%
障害者自立支援給付費の増や、保育料完全無償化に伴う
経費の増などによるもの

国県支出金 前年比▲0.3億円、▲0.3%
物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金の皆減などに
よるもの

人件費 前年比+4.1億円、+6.2%
給与改定等に伴う給与の増などによるもの

地方交付税 前年比+2.0億円、+3.1%
物価高による経費増を反映し、国が地方交付税総額を増
加していることなどによるもの

物件費 前年比▲0.8億円、▲1.3%
基幹系システム機器更新事業の皆減などによるもの

市債 前年比+1.3億円、+7.4%
市民体育館（拠点避難所）の空調整備事業への活用など、
緊急防災・減災事業債の増などによるもの

普通建設事業費 前年比▲4.2億円、▲12.4%
北川根小学校整備事業の完了による減などによるもの

令和8年3月19日発行

担 当 課
問 合 せ 先

笠間市役所　財政課　TEL 0296-77-1101（内線212）
※重点プロジェクトに関すること…企画政策課（内線556）

笠間市のホームページでより詳しく紹介しています。
右記の二次元コードの読み込み、またはホームページ
内の検索窓に「予算概要」や「重要事務事業」と入力し
検索してください。笠間市の

予算・事業を
もっと知ろう！ 検索

SEARCH

検索
SEARCH

予算概要

重要事務事業
⬆予算概要版 ⬆重点

プロジェクト
（重要事務事業）

市税
108.9億円
（30.4％）

扶助費
95.8億円
（26.7％）

人件費
70.6億円
（19.7％）物件費

58.9億円
（16.4％）

公債費
31.7億円
（8.9％）

繰出金
30.5億円
（8.5％）

その他
51.0億円
（14.2％）

国県支出金
92.3億円
（25.8％）

地方交付税
66.0億円
（18.4％）

繰入金
21.2億円（5.9％）

補助費等
29.7億円（8.3％）

その他
11.3億円（3.2％）

市債
18.9億円（5.3％）

一般会計
歳入総額

358億3,000万円
（100.0％）

一般会計
歳出総額

358億3,000万円
（100.0％）

普通建設事業費
29.8億円（8.3％）


